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事業の
実効性※1

事業の
達成度※2

1 B B

2 B B

3 B B

4

5

6

基準値(H28)

目標値(R04) H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 R04年度

10 10 10 10 9 9

15 × × × × ×

35 49 57 61.5 61.0 60.9

50 ○ ○ ○ ○ ○

※１　事業の実効性 ※２　事業の達成度

めざそう値・指標名 指標の定義
実績値

事業の内容

農地の保全・農業生産基盤の整備

具体的な事業結果

・水質保全対策事業（昭和用排水路水障管修繕工事）
　県営適正化事業として、老朽化した昭和用排水路修繕工事（約590ｍ）を実施。
　（扶桑町地内　L=３００ｍ、大口町地内　L=２９０ｍ）
・農地利用最適化事業として、遊休農地等の有効利用を図ることを目的に、地
　権者と農業従事者に対し、使用貸借をあっせんした。

扶桑町農業委員会農地利用最適化推進会議を３回開催し、農地利用の最適化
の観点から遊休農地等の利用等について情報の共有を図るとともに有効活用に
ついて協議を行った。

町内小学生（３年生～５年生）を対象に、我がまちに対する愛着や誇りを育むこと
を目的に、扶桑町の特産品である「守口大根」の栽培から漬け物までの過程を学
んだ。

令和４年度　第５次総合計画施策評価シート【年度末用】

担当部署 産業環境課

基本目標 みんなで“活かす”～住み続けられる・魅力あるまちづくり～

2
認定農業者による農用地
利用集積面積

認定農業者による利用権設定農地の面積（ha）

1 認定農業者数 認定農業者の数（経営体）

施策 農業

農業経営の安定化

農業体験の充実

農業分野における担い手不足解消に向け、新たな農業経営を営もうとする者の確保・育成を図ると伴に、主要農業者である認定農業者へ誘導。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

評価を踏まえた来年度以降の課題

評価を踏まえた来年度以降の改善策

愛知県尾張農林水産事務所農業改良普及課、愛知北農業協同組合、農業委員会及びその他の農業団体と更なる連携の強化。
主要農業者に対し遊休農地等の情報発信。

A・・・適切（100％）　B・・・おおむね適切（60％）
Ｃ・・・やや不適切（30％）　Ｄ・・・要改善（0％）

A・・・達成（100％）　B・・・おおむね達成（60％）
Ｃ・・・一部達成（30％）　Ｄ・・・未達成（10％）

3

4

↑年間3haの増加を目標としており、達成している

と考える


